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Lesson 4 

Seeing with the Eyes of the Heart 

 

After the first few chords, no one was aware that the pianist   

was blind.  They were aware only of his music.  “I want people 

to listen to me as just one pianist who (1)happens to be blind,” he 

said.  The pianist is Tsujii Nobuyuki.  His friends call him Nobu. 

 

－1 

When Nobu’s parents (2)learned that their son 

was blind, they were very sad.  However, they soon  

discovered that he had a special talent.  

When Nobu was two, he heard his mother 

sing “Jingle Bells.”  A few minutes later, he 

surprised her by playing the tune on his   

toy piano. 

As soon as Nobu began taking piano 

(3)lessons at the age of four, he surprised his 

teachers with his memory.  Nobu is able to 

read music by touch, but he likes to learn 

by ear.  He listens to a tape recorded for him and 

remembers what he hears. 

The piano is Nobu’s great (4)love.  He especially  

likes Debussy, Chopin, and Beethoven.  He plays     

jazz, and once had a chance to meet the popular  

musician Stevie Wonder.  He is also blind from  

birth.
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Lesson 4—Lead 

(1) happen  3, p. 879.

 

・ happen to doの文型表示を手掛かりに 3
を参照させる。「たまたま…する」ことを意

味し，教科書本文では「(特別なことではな

く)たまたま盲目であった，単なるひとりの

ピアニスト」と述べていることを確認させ

る。 

・ また，第 2用例の Do you happen to do ...?

は会話の定型表現として紹介しておきた

い。 

 

Lesson 4—Section 1 

(2) learn  2, p. 1093. 

 

・ 生徒は「学ぶ，学習する」の意味だけを覚

えて満足してしまうことが多いが，教科書

本文では that 節が後続しているので，

learn (that)節の文型表示に注目させ

て，2の「…ということを知る」という訳
語に導きたい。第 2 用例が that 節を使っ

たものになっているので注意させる。 

 

(3) lesson  1a, p. 1103. 

 

・ lesson という名詞を目的語に取る動詞と

して，教科書本文や辞書の第 1用例を参照

させ，「レッスンを受ける」という takeと

のコロケーションの重要性を認識させる。

また，「連続する一連の授業」をさす場合に

は複数形が使われることも， ～sという

用法指示や，太字になっている第 1用例か

らもわかるので，注意を促すとよい。 

・ 「レッスンをする，授業をする」という表

現においては，第 2 用例のように give を

用いることも一緒に覚えさせておきたい。 

 

(4) love  2a, p. 1149. 

 

・ 通例 one’s ～という用法指示から，所有

格代名詞と共に用いる love の名詞用法に

注目させる。「愛情; 愛」という感情ではな

く，ここでは「大好きな人[もの], 恋人」と

いう具体的なものを表す名詞であるこ

とを確認させる。 

・ one’s first loveが第 1用例では「1番目に

大好きなもの」，第 2 用例では「初めて好

きになった人」の意味で使われている。生

徒が興味を持ちそうな例なので参照させ

るのもよい。 
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－2 

At the age of 20, Nobu decided to (1)enter the  

Van Cliburn International Piano Competition: one  

of the most famous competitions in the world.  It is 

(2)held every four years in Texas. This event was a 

turning point in his life. Nobu and his mother (3)flew 

to Texas. They met their American host family, the 

Davidsons. They warmly welcomed Nobu and his 

mother and did their best to make them feel at 

(4)home. They even prepared a Japanese rice cooker 

for Nobu and his mother. 
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Lesson 4—Section 2 

(1) enter  6a, p. 631.

 

・ 目的語が〈試合・試験など〉の場合，6aの
「参加する，参加登録[申し込み]をする」の

意味になることを確認させる。後ろに従え

る目的語はどのようなものを取ることが

多いかという「選択制限」についての情報

は，山形かっこ〈  〉に示されていること

に注意。enter =「入る」という単純な図式

にはならず，目的語によって意味が変わる

ことを理解させたい。 

 

(2) hold インデックス,  5, pp. 927, 928.

 

・ holdには多くの意味があるので，まずはイ

ンデックスから全体像を把握させる。教科

書本文では受け身になっていることから

他動詞であり，またピアノのコンテストの

話であることから，インデックスにある「5 

(会を)開く」に導くとよい。 

 

・ 5の訳語に続くには，受け身でよく用い
るという情報が出ているので確認させる。

教科書本文では it になっている the Van 

Cliburn International Competition と同

様に，competition を使った用例が出てい

るので参照させるとよい。 

 

(3) fly1  2a, p. 738. 

 
・ 主語にどんな名詞がくるかという「選択制

限」を山形かっこ〈  〉で示していること

に触れ，主語が人になる場合の意味を調べ

させる。該当する 2a，2b，3のうち，教科
書本文では 2a の「飛行機で行く」の意味
となることを確認させる。 

・ fly(+ )の文型表示と，(は方向・

場所・移動の表現)という注記に注目させて，

教科書本文の toを使った「…へ飛行機で行

く」だけでなく，辞書の第 1 用例の from

を使った表現もチェックさせるとよい。 

 

(4) home  at home, p. 932. 

 

・ at homeの文字通りの意味である(1)の「在

宅して，自宅にいて」を確認させてから，

(2)の「くつろいで，気楽に」の意味と使い

方を調べさせる。第 1用例と第 3用例は共

に教科書本文と同じく feelが使われている

ことから，feel at homeのコロケーション

の重要性を認識させる。 

・ さらに，第 3 用例は教科書本文同様に「O

を…させる」というmake + O + 原形不定

詞の形になっていることにも注意させる。

なお，第 1用例のmost，第 3用例の right

は共に強調を表す副詞であることに触れ

るのもよい。 

・ 会話表現でよく出てくる make yourself 

at homeが第 2用例になっているので，参

照させるのもよい。 
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Nobu practiced many hours each day during  

the three weeks of the competition.  When he was 

playing the piano, the beautiful music made Mrs. 

Davidson cry.  “I cry a lot when I (1)hear him play,” 

she said.  (2)Even the neighbors loved Nobu’s music.  

They asked the Davidsons to keep the doors and 

windows of their house open; they wanted to hear 

Nobu practice every morning. 

 

 

  



編集用資料      辞書引きタスクを活用した指導アイディア(クラウン Lesson 4) 

 - 6 - v.2.04, as of 8 May 2017 

(1) hear  2, p. 902.

 

・ hear A doの文型表示から 2の「A〈人〉

が…するのを聞く」の意味を確認させる。

教科書本文では「him (= Nobu)が play (演

奏する)のを聞く」となることを理解させる。

このページ最後のセンテンスにある，... 

they wanted to hear Nobu practice every 

morning.も同じ構造の文であることを指

摘しておくとよい。 

・ hear と listen の基本的な違いがすぐ上の

に出ているので復習させておくとよ

い。なお，2の意味になる場合は listen to

を用いることもできることが書かれてい

るので，そこにも触れておきたい。 

 

(2) even1 1, p. 647.

 

 

 

・ 教科書本文では冠詞＋名詞からなる名詞

句の the neighbors に even が先行してい

ることをチェックさせる。neighbors の直

前に置いて名詞を修飾する限定用法では

なく，ここでは副詞であることを確かめさ

せる。 

・ 辞書の第 1用例が教科書本文と同じく冠詞

＋名詞に先行し，主語となっていることか

ら語義 1を参照させる。用例の訳文からこ
こでは「(ホストファミリーだけではなく)

近所の人でさえノブの音楽を愛していた」

という意味になることを確認させる。 

・ 語義 1に続くコラム(1)で evenの位置

について調べさせる。辞書の第 2用例は動

詞を修飾する例になっているので参照さ

せた後，教科書前ページの最後の行が一般

動詞を修飾する用法になっているので確

認させるとよい。 
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－3 

The day (1)for giving the prizes arrived.  Nobu 

was (2)among the six finalists. First prize was 20,000 

dollars and the chance to go on concert tours all   

over the world, a dream for any young musician. 

Everybody waited anxiously as the announcements 

were made. 

First, they (3)named the second-prize winner:     

a pianist from South Korea who had become one of  
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Lesson 4—Section 3 

(1) for  6, p. 748.

 

・ 基本的な前置詞は様々な意味を持つので，

サインポストの目的や，その後にあるよ

り細かい概念を示した目的・用途という

注記，そして略式文型表示の～ doing 

から，「…するための」という 6 に導く。
の注記から，名詞の後で「用途」を表す

際に用いることを確認させる。 

・ 「＋for＋doing」の形を把握させるため，

第 6 用例の anything for soothing a sore 

throatや第 7用例の a brush for washing 

shoes をチェックさせ，教科書本文の a 

day for giving the prizeが「賞を与える日」

=「授賞式の日」になることを理解させる。 

 

(2) among 概念図,  3, pp. 69–70.

 

 

 

・ 多様な意味・機能を持つ重要な前置詞につ

いては，その概念が図として示されている

場合もあるのでチェックさせるとよい。ま

ず概念図から among の持つ基本的なイメ

ージを把握させる。教科書本文が the six 

finalists (すでに決定した 6 名のファイナ

リスト)という同じ立場の集まりについて

述べていることから，同類という概念を

示した語義 3に導く。 

・ 辞書の第 1用例が教科書本文と同じく「主

語＋be動詞＋among …」となっている 3a
を参照させる。用例の訳文から，ここでは

「6 名のファイナリストの 1 人だった[に

含まれていた]」という意味になることを確

認させる。 

 

(3) name  2, pp. 1267–68. 

 

・ nameの動詞用法を確認させたい。『ウィズ

ダム英和辞典』では，複数の品詞を持つ語

の場合，よく使われる方の品詞が先に掲載

されている。name は生徒たちのよく知っ

ている名詞用法が先に出ており，名詞の方

がよく使われるが，その後に動詞用法も挙

がっていることに注意させる。 

・ 教科書本文では winner が目的語になって

いることをチェックさせる。コンクールと

いう状況を考えると，ここでの name は

「winnerの名前を言う[挙げる]」という意

味が文脈に合っているので，語義 2を参照
させる。辞書の第 2 用例では winner を主

語にした受け身文が用例になっているの

で確認させるとよい。 
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Nobu’s closest friends.  And 

then the first-prize winner 

was announced: a 19-year-  

old pianist from China.  

Nobu thought that he had 

lost.  Still he was happy to 

be one of the finalists.  He 

had been able to play two 

concertos with an orchestra.  

He was not the winner, but 

he was (1)still happy. 

Then something (2)amazing happened.  Nobu’s 

name was called.  There were two first-prize 

winners!  Both Nobu and the Chinese pianist 

received gold medals.  Van Cliburn embraced  

Nobu. There were tears in Nobu’s eyes. They were 

(3)tears of thanks for the help and support of his  

family, teachers, and friends.  Nobu could not see 

them, but he said, “I can see them with the eyes     

of my heart.” 
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(1) still1  2a, p. 1856.

 
・ 譲歩を表す stillの用法を理解させたい。2
には譲歩と，語義を概念的にまとめた注

記があり，aには(前言の内容は確かに真実

ではあるが)という，語義の補足的説明があ

るので確認させる。 

・ 辞書の第 1 用例は太字になっており，still

の前にbutが使われていることをチェック

させる。教科書本文も同様に butと stillの

組み合わせが使われていることに注意さ

せる。このコロケーションを押さえておく

ことは，ここの文章読解の鍵となるのでし

っかりと確認させておくとよい(教科書本

文では「(残念ながら)受賞は逃したが，それ

でもなお幸せだった」という気持ちを示し

ている)。 

  

(2) amazing  1, p. 67. 

 

・ 教科書本文では amazing が形容詞の限定

用法で something を修飾するため後置さ

れていることに注意させる。 

・ 教科書本文では，1位が 2人いるという「び

っくりするような[驚くほどよい]」出来事

が起こったことから語義 1へと導く。 

・ 他動詞 amaze (びっくりさせる)の派生語

であることが，見出し語の右にある→

amazeという語源欄の記述からわかるの

で，amazeを参照させる。さらに amazeの

ロゴの下にある(→ amazed, amaz-

ing)という参照指示を確認させ，動詞

amaze の過去分詞から amazed (びっくり

して)，現在分詞から amazing (びっくりす

るような)という 2 つの形容詞が派生して

いることを確認させる。-ed 形の形容詞と 

-ing形の形容詞の意味の違いや，文法構造

の違いに触れるのもよい。この 3語は紙の

辞書なら見開きページ(pp. 66–67)に掲載

されており，一度に見比べることができる。

こうした使い方は紙の辞書ならではの利

点であり，そのよさを授業中の辞書引き活

動で伝えたい。 

 

 

 

(3) tear1  1, p. 1932.

 
・ tear は同綴りで語源が違う語があるので，

tear1, tear2 と右上の小さな数字で区別さ

れていることを教えたい。 

・ tear1の 1にある通例～sという用法指示

から，この意味では複数形になることが多

いのに注意させる。 

・ 辞書の第 1 用例と教科書本文を比較させ，

「…の涙」という場合には ofを使うことを

確認させる。 

・ さらに，会話や作文などの発信活動で使え

るように，第 2 用例の「泣いている(be in 

tears)」や，第 3 用例の「涙があふれてい

る(be filled with tears)」などのコロケーシ

ョンをチェックさせると効果的。
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－4 

Nobu wants to share the beauty and joy of  

music with others. He was (1)moved by the Great  

East Japan Earthquake and wrote an elegy for    

the victims.  He first played it in Boulder, Colorado, 

on March 31, 2011.  He plays it when people ask for 

an encore.  He also played a piano that survived the 

(2)tsunami.  It was washed away and later found and 

repaired. 

Nobu says, “I (3)believe in the power of music.  

Everybody understands the language of music.   
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Lesson 4—Section 4 

(1) move  4, p. 1251.

 

・ 教科書本文では was moved by …と byを

伴った受動態になっていることを確かめ

させる。さらに，受動態なので本来目的語

であった名詞が主語の位置に表れており，

それがここでは He (＝辻井さん)であるこ

とに注意させる。 

・ 山形かっこ〈  〉には，一緒に用いられる

ことの多い目的語に関する情報(選択制限)

が示されていることに触れ，人を目的語に

取る他動詞用法(語義 4, 5)を調べさせる。

教科書本文が受け身であることから，(し

ばしば受け身で)という解説のある語義 4
に導き，「彼が東日本大震災に(よって)心を

動かされた」という意味になることを理解

させる。 

 

(2) tsunami , p. 2036.

 

・ 見出し語右にある＜日本という語源欄

の記述から，日本語の「津波」がそのまま

英語になったことをチェックさせる。 

・ 語義に続き，丸かっこ(   )を使って同義語

が示されているので，tidal waveという表

現もあることを確認させる。 

・ 教科書本文では the tsunamiと定冠詞が付

いていることから，同パラグラフの東日本

大震災で起きた「特定の」津波を指してい

ることにも注意させたい。 

 

 

 

(3) believe  believe in A, p. 178.

 

・ 単に「…を信じる」ではなく，inが付いて

成句になると「A〈神・架空の人・奇跡な

ど〉の存在を信じる」となることに注意さ

せる。 

・ 成句にも山形かっこ〈  〉を用いて選択制

限が示されていることに触れ，「神・架空の

人・奇跡」などの「存在が捉えにくいもの」

がくることを理解させる。教科書本文では

power (力)という語が使われているので，

「私は音楽の力というものを[音楽には力

があると]信じている」と言っていることを

確認させる。 
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(1)What I would like to do is to tell people never to  

give up.  Perhaps my music can help them feel at 

least a little stronger.” 

Nobu and some Fukushima junior high school 

students recorded “Hana wa Saku.”  It is a charity 

song for the disaster victims.  The students had  

seen so much suffering.  The pianist was able to see 

their suffering with the eyes of his heart.  They 

joined together in a song to express their sorrow,  

their courage, and their hope for the future. 
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(1) what  2, pp. 2143–44.

 

・ 教科書本文が what で始まった名詞節

(What I would like to do is ....)になってい

ることから関係代名詞を探させる。多くの

語義がある多義語なので，サインポストの

関係代名詞を探させると早く引くことが

できるのでチェックさせる。 

・ 辞書の第 6 用例が教科書本文と同様に

what から始まる名詞節が主語になり，そ

の後に be動詞＋to doの形を取っているの

で参照させる。用例訳を参考に，教科書の

この部分が「私がしたいことは，人々に決

してあきらめないように伝えることだ」と

いう意味になることを確認させる。 

・ 辞書の第 6 用例で to不定詞の toが丸かっ

こに入っており，さらに用例訳の後には

の注記があるので確認させる。辞書では省

略可能な要素が丸かっこで示されている

こと，また使われる場所・場面(使用域)が二

重丸かっこ  で示されていることに注意

させて，くだけた場面では toは省略するこ

とがあることを確認させる。 

 

 

 


